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― 大樹町宇宙航空課ニュースレター －

十勝総合振興局長がHOSPOを視察

６月18日、十勝総合振興局の鈴木 章代振興局長がHOSPO

を視察しました。宇宙交流センターSORAで意見交換をした後、

現在工事中のLC1を見学しました。視察には町長やSPACE

COTAN株式会社の小田切氏が同行し、煙道やプラント、VAB

の工事状況について説明しました。

振興局では、自治体関係者向けの衛星データ利活用セミナ

ーを開催するなど、管内における宇宙産業の普及・拡大に向け

た取り組みを進めています。

VABって何？！～今日のなんちゃら雑学～

VAB（Vehicle Assembly Building）は「ロケット組立棟」と呼ばれる、ロケットの組み

立てや点検・整備を行うための建物なんだよ！

ロケットはVABの中で移動発射台の上に組み立てられ、打上げに向けた準備が進められる

んだって～

準備が完了すると、そのまま射点まで運ばれ、いよいよ宇宙へ向けて飛び立つんだよ！

『スペースイラストコンテスト』作品募集開始！

2026年スペースイラストコンテストの作品募集を開

始しました。

応募資格は、小学生・中学生・高校生で、今年は、

「宇宙につながる未来のまち」をテーマに、みんなが考

えるワクワクする未来のまちを募集しています。

昨年は156作品もの応募があり、最優秀賞には平岡

凪翔さんが選ばれました。

毎年、応募作品は生涯学習センターに展示しており、

入賞者については、柏林公園まつり内で表彰していま

す。

また、今年は作品を帯広空港で展示することが決定し

ており、多くの方々にご覧いただける貴重な機会となり

ますので、ぜひご応募ください！

チラシの拡大版はこちら！
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第26回ペットボトルロケットコンテストin大樹の開催について

8月2日（日）に「歴舟川清流まつり」のイベントとして「ペット

ボトルロケットコンテストin大樹」を開催します。

こちらは、「宇宙のまち」ならではの恒例行事となっており、今回

で26回目を迎えます。

競技内容は、ロケットのサイズ、打上げ角度、ポンピング回数を

定めた「規定競技」、規定のない「自由競技」、機体のデザインを

審査する「デザイン競技」の3部門です。

昨年は、自由競技部門にて、336.28mという本コンテストでの歴

代最高記録が出ました！今年はこの記録を超す挑戦者が現れるかも

大きな見所になりそうです！！

また、7月22日（水）には、コンテストに向けた「ペットボトル

ロケット製作教室」を役場で開催します！

初めての方でも講師が分かりやすく説明しながら製作しますの

で、興味がありましたらぜひお申込みください。

コンテスト・
製作教室の
申込みは
こちら！

コラム 進化する日本の人工衛星「みちびき」
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現在、日本の人工衛星「みちびき」は4機体制で運用され、

1機が静止軌道、残る3機が「8の字」を描く準天頂軌道を周回

しています（右図参照）。位置情報の特定には最低4機の電波

が同時に必要ですが、今の体制では常に4機を地上から捉えら

れないため、米国のGPSと協力して測位しています。

しかし、今後の打上げで「7機体制」になると、常に日本上

空で4機以上を捉えられるようになり、自国の衛星のみで測位

が可能になります。

実は、現在の4機体制でも「誤差数センチ」の高精度な信号

はすでに提供されていますが、7機体制の目的は、この数セン

チの精度をビル街や山間部でも「途切れず安定して」使えるよ

うにすることです。

他国の衛星に頼らない「自立」と、どこでも高精度が続く

「安定性」が実現することで、自動運転などの技術が安全に普

及し、私たちの暮らしはさらに便利になることでしょう。

みちびきの軌道


